
１．日時 令和７年５月１日（木） ９：００～１５：４５

2. 会場 福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校（福島県双葉郡広野町中央台１丁目６－３）

3.発表会テーマ
高校の各探究ゼミのプロジェクトをコンテスト部門、ポスターセッション部門、対話交流部門の3つに分けて、

100以上のプロジェクト（WWL連携校・卒業生発表含む）を当日発表します。

4. 日程 受付 ８：３０～

5. 参加申し込み
QRｺｰﾄﾞからGoogle formにて申込ください。

※様々な方からのアドバイスや、対話による交流により、お互いの学びを深める機会を
目指しております。ぜひお気軽にご参加頂きますよう、宜しくお願いいたします。
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８：５０～１１：４０
（１８０分）

1３：００～1５：０５
（１２５分）

1５：０５～1５：４５
（４０分）

開会行事（8：50～９：10）
分科会（９：３０～11：40）
・コンテスト部門
（シアター・地域協働ルーム）

・ポスターセッション部門（アリーナ１）
・対話交流部門（多目的教室等）
3つの部門に分かれて実施

全体会（13：00～15：05）
代表生徒による発表
（コンテスト部門より選考）

海外研修参加生徒の発表
（ドイツ・ニューヨーク）

閉会行事
（アリーナ１）

本校は令和５年度より文部科学省「ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業」の
指定を受け、特色ある教育活動を実践しています。これまで生徒たちは、独自の授業「未来創造探究」で地
域の住民の方々や行政などと連携しながら、地域活性化や復興に向けた探究と実践を行ってきました。生徒
たちの３年間の取り組みの集大成となる発表会を開催いたします。多くの方のご参観をお待ちしております。

令和７年度 福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校
未来創造探究 生徒研究発表会【２次案内】
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「未来創造探究」とは
「未来創造探究」は、ふたば未来学園のカリキュラム全体の核となる授業です。生徒たち自身が福島・双葉

郡の復興を後押しし、持続可能な地域を創造していくことを目指して、３年間にわたって地域で様々なプロジェ
クトを実践しています。

生徒たちは６つのテーマに分かれて、地域・企業・関係団体、大学・国際機関と連携し、グローバルな課題で
ある「原子力災害からの復興」をテーマの中心に据え、その原因、背景、過程について探究しつつ、新たな地域
創造に向けての実践を行っています。 ※中学校では「未来創造学」と呼んでいます。

お問い合わせ
担当：企画・研究開発部 林 裕文
電話： ０２４０－２３－６８２５
メール：hayashi.hirofumi@fcs.ed.jp

当日の駐車場
校舎西側駐車場
（５０台程度）

※ 誘導の指示に従い、
ご駐車ください。

アクセス

生徒たちの実践（昨年度の受賞例）

双葉郡の水生昆虫
高校生：未来創造探究 最優秀発表賞

“震災前の双葉郡には、数多くの水生昆虫
の記録が存在していたが、震災後の原発事故
の影響もあってか、双葉郡における水生昆虫
の記録は県内の他地域に比べて著しく少ない。
そこで、双葉郡 2 0カ所にてサンプリングを行
い、その水生昆虫相を調査した。結果として、
県内でも記録が少ない種やふくしまレッドリ
スト掲載種を含む 4 8種を記録した。
また、全国的に減少する水生昆虫の保全方

法の確立のため、本校のドイツ研修に参加し、
環境保全について学んだ後、ドイツ発祥の概
念であるビオトープを校内に造成した。さら
に、造成したビオトープ内において６種の定
着及び２種の繁殖を確認することができた。
“
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